
表-2.10　　詳細類型区分と動植物の対応関係

Ⅱ類型 Ⅰ類型
淡水域(10.0～20.0km) 汽水域(河口0～10.0km)

Ⅱ-２類型(14.0～20.0km) Ⅱ-１類型(10.0～14.0km) Ⅰ-３類型(7.0～10.0km) Ⅰ-２類型(4.0～7.0km) Ⅰ-１類型(0.0～4.0km)
・流水域 ・流れは緩やか ・汽水域の上流、低塩分域 ・河川内の汽水域 ・河口から4.0kmまでの高塩分域
・河原が発達、瀬や淵、ワンドも分布 ・河原や瀬、ワンドが分布 ・汽水と淡水の移行帯的環境 ・干潟が存在するが小さい ・川幅が広く、広大な干潟や砂州、ヨシ帯がある
・河床勾配は、約1/1,250 ・河床勾配は、約1/1,250 ・河床勾配は、約1/1,750 ・河床勾配は、ゆるやかで約1/20,000 ・河床勾配は、ゆるやかで約1/20,000
・底質は礫 ・底質は礫 ・底質は礫が多い ・底質は泥～礫 ・底質は泥～砂が多い
・高水敷にﾔﾅｷﾞ･ｵｷﾞ群落が発達 ・高水敷にﾔﾅｷﾞ･ｵｷﾞ群落が発達 ・高水敷はﾔﾅｷﾞ･ｵｷﾞ群落と畑や水田等の人工改変地が混在 ・高水敷は人工改変が進み畑や水田が発達 ・高水敷は畑やｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ等人工改変が進む
Ⅱ-2-e Ⅱ-2-a Ⅱ-1-e Ⅱ-1-a Ⅰ-3-e Ⅰ-3-ｃ Ⅰ-3-b Ⅰ-3-a Ⅰ-2-e Ⅰ-2-ｃ Ⅰ-2-b Ⅰ-2-a Ⅰ-1-e Ⅰ-１-ｃ Ⅰ-１-b

種名 (高水敷) ﾖｼ原 河原 (礫底) (高水敷) ﾖｼ原 河原 (礫底) (高水敷) ﾖｼ原 干潟 (泥底) (砂底) (礫底) (高水敷) ﾖｼ原 干潟 (泥底) (砂底) (礫底) (高水敷) ﾖｼ原 干潟 (泥底) (砂底)
植物・海藻草類(○：生育場所)

ﾖｼ原 ○ ○ ○ ○ ○

ﾎｻﾞｷﾉﾌｻﾓ ○

ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ ○ ○

ｸﾛﾓ ○

ﾋｼ ○ ○

ﾏｸｻ ○ ○

ｵｺﾞﾉﾘ ○ ○

ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ ○ ○ ○ ○ ○

ｽｼﾞｱｵﾉﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｺｱﾏﾓ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

底生動物(●：繁殖場所，○：非繁殖場所)

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ● ○

ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ● ○ ○

ｴﾘﾕｽﾘｶ属 ● ○

ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ属 ○ ●

ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 ● ○

ｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｲﾄﾒ ○ ○ ○ ○

ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ ● ● ○ ● ● ○

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ○ ○ ● ●

ﾆﾎﾝﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ○ ○ ● ●

魚類(●：繁殖場所，○：非繁殖場所)

ｵｲｶﾜ ● ○ ○ ○ ○

ｳｸﾞｲ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｱﾕ ● ● ○ ○ ○

ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ ● ○

ｺｳﾗｲﾓﾛｺ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾆｺﾞｲ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｱｼｼﾛﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

ﾋｲﾗｷﾞ ○ ○ ○ ○ ○

ﾎﾞﾗ ○ ○ ○ ○ ○

ﾋﾒﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○

ｳﾛﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鳥類(●：繁殖場所，○：非繁殖場所)

ｺｻｷﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｺﾞｲｻｷﾞ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○

ｵｵﾖｼｷﾘ ● ● ● ● ●

ｺｱｼﾞｻｼ ● ○ ○ ○ ○ ○

ｺﾁﾄﾞﾘ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●

ｶｲﾂﾌﾞﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｶﾙｶﾞﾓ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○

ｶﾜｳ ○ ● ○ ●

哺乳類(●：繁殖場所，○：非繁殖場所)

ﾀﾇｷ ○ ○ ○

ｲﾀﾁ ○ ○ ○

ｱｽﾞﾏﾓｸﾞﾗ ○ ○ ○

ｶﾔﾈｽﾞﾐ ● ● ● ● ● ● ● ●

注)非繁殖場所は、繁殖以外の摂餌や休息などで利用する場所。
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